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イ ネ品種 とセ ジロ ウ ン カの寄 生 密 度

原 栄 一 ・斉 藤 満

(群馬県病害虫防除所)

第1表　 セジロウンカの発生状況セ ジロ ウン カは,県 内に おいて は毎年 発生 してい る

害 虫で あ るが,稲 に吸汁 害が 出 るほ どの発生 は現在 ま

で記録 にな い。58年 はウ ンカ類 の飛 来数 が多 く,し か

も梅 雨 明 け後 の好 天候 に よ り増 殖 が盛 ん と なっ た た

め,県 内各地 の縞葉 枯病抵 抗性 品種 や飼料 稲 を中心 に

多発 し,特 に飼 料稲 に おい ては,圃 場全 面 が枯 れ上 っ

て しまっ たもの もあ るので,そ の発 生概 要 を報 告 する。

報告 に当 た り前橋,伊 勢 崎,藤 岡 の農業 改良 普及所 関

係職 員 に対 し厚 く御 礼 申 しあげ る。

調 査地 点,時 期及 び調 査品種

前橋 市東 大室　 9月19日 む さ しこがね,ア キニ シキ

境 町 上 武士　 9月22日 む さ しこがね,日 本晴

藤 岡市三 ッ木　 9月9日 む さ しこが ね,ア キニ シキ

藤 岡市 篠塚　 9月9日 ブ リテ ィッシュ ・ホ ンジュ

ラス,満 月 もち,ア キニ シキ,日 本 晴

調 査 方 法

径36cm捕 虫網 によるす くい取 り｡片 道50回 振 り。

調 査結 果及 び考察

前橋 市 東大室 の む さ しこがね 栽培 圃場 で は,ス ス病

の発 生が ひ ど く,7万 ～9万 頭以 上 の虫 が採集 され た。

境 町上 武士 のむ さ しこが ねA圃 場 は,ス ス病 がか な

り発 生 し,す くい取 りで約6万 頭採 集 され たが,む さ

し こがねB圃 場 で は ス ス病 は見 られ ず,虫 も535頭 採

集 され たの みで あった｡A,B圃 場 は距離 的 に は近 く,

寄生 数の 差 は薬 剤防 除の 多少 に よる もの と思 われ る。

藤 岡市 三 ツ木 で は,む さ しこが ねA圃 場 の全 面 にス

ス病 が発 生 し,穂 の出す くみ が多 く見 られ た。す くい

取 りで は約10万 頭採集 され たが,B圃 場 では約2万 頭

と少 なか った 。A,B圃 場 は隣接 して い るの で,寄 生

数 の差 は境町 同様,薬 剤 防除 回数 の違 いに よる ものと

思 われ る。

藤 岡市 篠 塚 で は,飼 料 米 の ブ リテ ィ ッシュ ・ホ ン

ジュ ラスで約34万 頭採 集 され た。 この圃場 は,調 査 時

にす で に葉 が褐 変 しは じめ,9月 下 旬 に はす っか り枯

れ あが って しま った。 また,満 月 もちの圃場 をす くっ

た結果 約5万 頭 が採 集 され,ス ス病 も多 く見 られ た｡

この ほか虫 の調査 はで きなか った が,前 橋 市 の木瀬

農協 管 内 の ブ リテ ィ ッシュ ・ホ ン ジュ ラス20a,南 部

農 協 管 内 の 約5ha,上 川 渕 農 協 管 内の2haに もセ

ジ ロ ウ ン カが 激 発 し全 面 枯 れ あが った圃場 も見 られ

た。 ま た,各 地 区 と も栽 培面積 の多 いア キニ シキ,日

本 晴 を比較 の意 味 で調査 した結果,300～4,500頭 の数

値 が得 られ たが,飼 料米,縞 葉枯病 抵抗 性 品種 の周辺

圃場 で は虫,ス ス病 とも多 い傾 向が み られ た。以 上 の

ことか ら,セ ジ ロウ ンカの寄 生,被 害 は飼料 米 に特 に

多 く,つ いで縞 葉枯 病抵 抗性 品種,も ち品種 等 に多 い

ことが判 明 した。 この原 因 につ いて は様 々な ことが考

え られ るが,機 会 が あっ た ら検討 してみ たい と考 え て

い る。

Eiichi HARA and Mitsuru SAITO : A relationship between rice varieties and population density of the

white-backed planthopper, Sogatella furcifera HORVATH.


